岩手 県 


手中 【LTNE 第 4 弾 】LINE を 活用 し た 医療 従事 者 等 へ の エー ル 








岩手 県 で は 、 次 の イン フル エン ザジ 流行 に 備え 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 検査 体制 の 拡充 に 向け た 体制 整備 を 実施 し て いる と ころ 。 体制 の 整備 と あわ せ て 


10 月 23 日 ( 金 ) か ら 医 療 現場 の 最前 線 で 感染 症 の 対応 に あたっ て いる 医師 や 看護 師 を は し め と する 医療 従事 者 等 へ の エー ル (応援 メッ セー ジ ) を 募集 し ます 。 
県 民 か らい た だ いた エー ル に つい て は 、 県 HP や LINE を は じ め と し た S N S 等 に より 公表 する と と も に 、 シ ョ ー ト ムー ビー を 作成 の 上 、 公 開 し ます 。 


これ に より 、 改 め て 県 民 が 一 丸 と な つて 新型 コロ ナ の 普 感 を 乗り 越え て 行く た め の 一 体感 を 醸成 する 契機 と し ます 。 な お 、 メ ッ セ ー ジ の 募集 や 公開 に あたっ 
て は 、「 接 触 を 減ら す 」 観点 か ら 、 岩 手 県 LINE ア カウ ント 等 の S N S を 活用 し ます 。 


2. 取組 概要 


① エ ー ル 募集 開始 日 時 : 令 和 2 年 10 月 23 日 ( 金 ) て (12 月 中 メド グ 切 予定 ) 
岩手 県 公式 LINE ア カウ ント 上 に お いて 特設 の ペー ジ を 開設 し 、 医 療 従事 者 等 へ の エー ル (応援 メッ セー ジ ) を 募集 
※「 接 触 を 減ら す ] 観点 か ら 、 岩 手 県 LINE ア カウ ント の アン ケー ト 機 能 を 活用 メッ セー ジ の 記入 ・ 送 信 を いた だ く 
・ 記 入 項 目 : 医療 機関 の 関係 者 へ の エー ル (応援 メッ セー ジ ) + 名 前 (イニ シャ ル 、 ニ ッ ク ネ ー ム な ど ) 、 年 代 、 居 住 市 町 村 
② 公 表 方 法 等 

















・ 頂 いた メッ セー ジ に つい て は 、11 月 上 中 旬 を メド と し て 岩手 県 H P や LINE を は じ め と し た S N S 等 に お いて 公表 予定 
・ メ ッ セ ー ジ を まとめ た ショ ー ト ムー ビー (15 秒 て 1 分 程度 ) を 作成 し 公開 予定 (「 岩 手 県 看護 職員 県 内 就業 推進 事業 」 と 連係 ) 
(メッ セー ジ 送 信 方 法 ) 


規約 に 同意 し て 


開始 する 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 関連 の 
情報 を 配信 する アカ ウン ト で す 。 

















生活 情報 OQ 壮 計 る : 多 生生 還 いい 
ムー ビー 則 も し サポ 岩手 
①LINE ア プリ で 岩手 県 公式 アカ ウン ト ② 岩 手 県 公式 アカ ウン ト の ③ ト ッ プ メニ ュー 右上 に 
「 岩 手 県 - 新 型 コロ ナ 対 策 利用 規約 に 同意 し て 利用 を 開始 特設 ペー ジ を 開設 
パー ソナ ル サ ポ ー ト 」 を 友達 追加 こち ら を クリ ッ ク 


④ 医 療 従事 者 向け 応援 
メッ セー ジ の 入力 @ 送 信 





3 . その 他 (東北 電 カ ネッ トワ ー ク 株 式 会 社 岩手 支社 無線 鉄塔 の ブル ー ラ イト アッ プ 等 に つい て ) 


・ 本 取組 の 趣旨 を 踏ま え 、 東 北 電力 ネッ トワ ー ク 株 式 会 社 岩手 支社 (盛岡 市 紺屋 町 1-25) に お いて は 、 今 週末 (10 月 24 日 ( 土 ) 、25 日 (日 ) ) の 17 : 00~ 
22 : 00 の 間 、 医 療 従事 者 等 へ の エー ル を 込め て 、 無 線 鉄塔 を ブル ー に ライ ト ア ッ プ し ます 。 
・ 本 取組 に つい て は 、 








[岩手 の 医療 機関 」 の 社会 的 イメ ー ジ の 向上 を 図る と と も に 、 今 後 、 学 生 を 対象 と し た 県 内 就業 等 の 説明 会 等 に お いて 活用 する な ど 、 県 内 に 
お ける 医師 確保 や 看護 師 確 保 こ と いつ た 面 か ら も 効果 的 な 活用 に 繋げ る こと と し ます 。 





